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論　　文　　の　　要　　旨

　現在の素粒子論は幾多の理論的欠陥をもっているがラとくに所謂「発散の困難」はその最たるも

のである。問題の解決にあたってはヨそれを量子論の枠内に求める試みの他にヨ量子論が基礎とす

る古輿論の改善が先決であるとする考え方もある。本論文の著者は，この後者の立場に拠り害電子

の古典論的方程式の考察を行っている。

　電子の古輿論的方程式として一般に受け入れられているものがヨLorentz－Dirac方程式である。

これは古くから知られている基礎方程式であるが，とくにDiracは模型の詳細にはよらない，非常に

一般的な考察一Maxwe11方程式とエネルギー運動量保存則の便用一により，これを導出した。

この方程式の著しい’性質はヨ加遠度a也（τ）の固有時微分a旭（τ）に依存する輻射減衰項を含む他にラr㎜一

aWay解と称する物理的に受け入れ難い解をも許すことである。この種の解ではラ外力がない場合に

もτ→。。と共にa四（τ）→○oとなってしまうのである。この困難を回避するために従来採用されてきた

方法はラ解の種類を制限する附加条件を人為的に設定することであった。

　方程式導出のために著者は、先ず点電子の位置を中心とする半径εの球面を考える。この球面の外

から内へ流入するエネルギー運動量は。ε→0の極限において電子のエネルギー運動量の増分とな

りヨこれが運動方程式を与える。通常の導出ではO（ε。）の寄与のみを考慮するのに対し，著者は更に

εの一次の項までも計算した。ところで，この項がε→0でOとなり，従ってLorentz－Dirac方程式

が導出できるためには，その係数が有限でなくてはならない。
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　即ち，

　　　　　　　　7　　　　7　　。㈹■一・μ十4、・・2・μ十2。・・λ・1・μ1・∞

但しxμ（τ）は電子の座標ヨvμ≡xμ。換言すればラLor㎝tz－Dirac方程式はラ条件（刈が満たされてい

る時のみ，成立することになる。この点はラしかしながら，従来全く看過されていたところである。

　従ってヨLorentz－D｛rac方程式及び条件㈹を同時に満たすもののみが、物理的に許される解とな

り，（A）はこの意味で附加条件の役割を果す。またラ件のru　away解はラ（A）によって除外されることも

示される。この場合，（A）は新たに導入すべき仮定ではなくラ理論の内的無矛盾性よりの帰結として

出現する。

　さらにヨ電荷，磁荷の両方をもつ、所謂ダイオンの場合に対する予傭的考察もなされている。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は，（1）Lorentz－Dirac方程式の導出において，従来犯されてきた誤りを正し，（2）正しい導

出の下では解を制限する附加条件も同時に導出されラrun－aWay解の困難も消失することを示した。

この結果はヨ素粒子方程式古典論の今後の研究に寄与する所が大きいと思われる。

　よって著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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